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この課題に関わるSDGsの番号



テーマ設定の理由

・住んでいる地域の違いから、医療格差が起こっ

ていることを知ったから。

・ニュースで、心臓移植をするために海外まで渡っ

ている子どもたちがいることを知り、もっといい環

境を作ってあげてほしいと思ったから。



現状

・大学病院などの、最先端医療を備えた病院は都会に集中してし

まっている。

・日本で心臓移植が行われた事例が、アメリカなどと比べて少ない。　　　　　　　　　

　

原因として､､､

　1.日本で心臓移植のできる病院の数が少ない。

　2.ドナーの数が少ない。



課題

・日本で心臓の移植手術が少ないため、海外まで渡航しなけれ

ばならない。

　　　　保険が効かないため、億単位の莫大な資金が必要

　　　　滞在費、入院費、渡航費合わせて5〜6億程度

・ドナー登録に協力してくれる人を増やす。 



解決策

1.心臓移植を必要とする人々のための保険制度

を国に整えてもらえるような声をあげる。

2.募金活動に積極的に参加する。

3.ドナー登録による臓器提供について、難病の

人々の役に立てるということをもっと多くの方に

知ってもらう。



臓器提供意思カードについて

登録条件
・親族が臓器移植を希望している
（15歳未満の場合）

・がんや全身の感染症でないこ
と。

・健康な方からの移植（生体移
植）の場合は、移植相手は親族
のみに限られる。



10代の提言

移植を必要としている沢山の子どもたちのために、安

心して手術を受けられる環境を整えてほしい。

生まれた地域や国によって、受けられる医療サービス

に格差があるのが現状なので、それを無くしていって

ほしい。



感想

海外での心臓移植は、お金以外でも、飛行機での移動な

ど、問題はたくさんあると知りました。

国が動かなければ現状を変えられることは少ないが、募金

活動に参加するなど自分にできることをしていきたいです。


